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該システム-A級原簿保管庫， B， C級原簿保管箱群ーを利用できる「顧客j は，恐らく寺家の構成員の
みに|担られていたであろう。したがって，荘家の構成員は，寺家から交付された「後Hの支証」たりうる
重書等を，死守せねばならなかった。ここに，荘家の百姓らは，荘家の文書・帳簿保管システムを再整備
して，不測の事態に備えようとしていたのであって.その歴史的意味は誠に大きい。
第E部「膝下諸荘園の『再建』施策jは， 14， 5世紀における金剛峯寺の膝下諸荘園再建施策を検討し
た第3，4章から成り， 13~15世紀における同寺の山上組織の特質の一端を追求した付論(第皿部)の第
5， 6章ともども，上述(2)13)のテーマを進展させることを目的とする。まず第3章「南北朝内乱期の領主
と農民」と付論第5章「金剛峯寺と膝下荘園荘宮層一山上組織との関わりを中心に一」では，鎌倉時代中，
末期~室町時代初期の金剛峯寺の膝下諸荘園支配政策を詳細に分析して，次の事実を析出している。
(対鎌倉時代中期，金剛峯寺の検校・衆徒らは.大田・南部荘等の遠隔荘園群を領するとともに.膝下の
数カ荘に対しては「重代補人」の在地での伝統的な支配力に基本的に依拠する荘園経営を行った。けれど
も同時代末期になるや，この方式の荘園経営は至る所で綻びをみせはじめる〔以よ，第5章)0 (イ)元弘3
(1333)年10月，後醍醐天皇は， r元弘の勅裁Jと呼ばれる裁定一祖師空海が朝廷から賜ったとする旧領に
対する一円支配権の承認ーを金剛峯寺宛に下した。同寺衆徒らはこれを奇貨とし，以後.遠隔荘園群に対
する一円支配を一定程度断念するかわりに，膝下諸荘園(旧領とそれに隣接する荘園群)を殊に重視し.
同地域内の各惣荘からあたう限り直接に年貢・公事を収取する体制を実現するべく遁進する。(ウ)南北朝内
乱期，同寺衆徒らが膝下諸荘園に対して打ち出した諸政策のうち最も枢要なものは，惣荘の自治機能を最
大限に認めながら，それらの機能は同寺が圧倒的な検断力によって最終的に保証することを宣言する諸指
示であった。同寺衆徒らは，膝下諸荘園内に，惣荘の自治機能に基本的に依拠する支配体制を構築するこ
とを通じて，生き残りをめざした。同金剛峯寺衆徒らが念願とした膝下全荘の再建は.室町時代初期に至
り，室町幕府ー守護体制の後援をも得て.おおむね果たされた。ここに至る過程は， とりもなおさず同寺
紙上級権門たる仁和寺・東寺のくびきから脱し，かっ強力な周辺権門たる大伝法院(後の根来寺)との
対立・抗争に打ち勝ち.荘園領主としての自立性を強める道程そのものであった。以後.同寺は，紀伊国
北東部の・円守領(膝下諸荘園)に君臨する唯ーの荘園領主としての道を歩む〔以上.第3章〕。
第4章「金剛峯寺衆徒とその生家」では.素材を主に鎌倉時代中，末期~南北朝内乱期の金剛峯寺領紀
伊同名TiL関係史料に求め.金問1)峯守の寺僧の多くが膝下荘園出身者である事態こそが，同寺の諸施策を
円滑に遂行せしめた要因であったことを論証している。また付論の第6章「金問1)峯寺五番衆について」で
-:1的ー
は，南北朝内乱期に高野UJJ.:.の検断権行使主体として登場してくる令剛峯寺五番衆なる集団が.同寺の衆
徒若衆から成り，彼らは同時期の興栴寺六方衆にほぼ匹敵する存仕であったことを実証しているc
総じて第1， 10部では，次のことを論述・ホ唆する。 (a)鎌倉時代中，末期~宰町時代初期.金剛峯寺が
荘園領主として生き残り，自立できた段大の理由は，支配の基本的な拠り所を「重代補人」から惣rへと
シフトしたことに求められる。 (blしかし，同寺は，去、j建領主としての成幼とひきかえに，次の「負の遺産」
を抱え込んだと考えられる。第一に，同寺衆徒たちの共有する価値観のみを無前提的に至ととする機運の
醸成，第二に，それと表裏一体を成すところの，行人，高野山内の拠門者(高野聖など)，膝下諸荘園の
荘民たちに対する物心両面jに亙る抑圧の強化.等々であるc
本論文全体を通じて特に提唱したのは，以下の』二点、である。(一)上述(1)のテーマに関連して，高野山
金剛峯寺は，大守社のーっとはいえ，同寺の経営が安定軌道に乗った中世後期においですら、社会勢hと
しては准一流にすぎなかった。そのような同寺にあってさえ，侍・ J{下身分に対して既写権益を再保証し
うる文書・帳簿保管システムを備えていなかったと推定できる。このことは， 日本中間の宮司・権門・大
寺社全体が.同様の性格を持っていた可能性のあることを示唆している。(二)上述(2)(3)のテーマに関連
して，延暦寺や東寺などに比して，ポスト祖師に向けた取り組みのはるかに遅れた金剛峯寺は，室町時代
初期にようやく荘園領主として自立した。この事例は， (升鎌倉時代中，末期~室町時代初期の惣寺・周辺
権門・上級権門二;っ巴の対立・抗争ーその究極の動因は=者'それぞれの在地再把握の企図に求められるー
が，寺院勢力内部の職の重層的体系を形骸化させたこと，及び(イ)寺院勢力全体にとって当該時期は，決し
てズルズルと後退りするばかりの時期ではなかったこと，を雄弁に語っている。当該時期の真の政治史構
築のためには，今後，寺院勢力全体の運動の成果と躍朕を，いっそう構造的・動態的に把握しそれを同
時期の政治過程のなかに正しく位置付けてゆくことが大切である。
論文審査の結果の要旨
中世高野山の研究は，従来，中世寺院史や荘園研究のE大な柱として進められ，膨大な蓄積がなされて
きた。それは.高野山が信仰の中心として生きつづけてきたことから，寺院史・宗教史研究者の強い関心
を引き付けつづ、けてきたためであるが，他方「宝簡集」その他の豊富な中世史料が残っていることにも，
大きな理由がある。しかしながら，研究の高度化・精織化とともに，史料のさらなる博捜.より深い読み
はもちろんのこと，それを高野山の寺院組織の展開と結び付け，さらには寺院史や荘園史の研究成果全体
を見通して研究することが要請されてきたo
本論文は，このような研究段階に立って，中世高野山史研究の新局面を切り開くことをめざしそれに
十分成功しているとみなすことができる。まずこの点を評価したとで，以下，審査結果を述べる。
本論文は，序論と本論3部からなる。しかしこのうち，本論の第ilm~は.第日部における下張を，山
上組織の特質解明という面から補強するという性格を持っている。したがって，本書は.実質的には.序
論，第I部.第n.m部の3つに分けて理解することができる。
まず「序論」では，本論文の目的が示されている。すなわち，金剛峯寺が，真言・南部系の遁世，隠世
の場としての日Ij所から，荘園領主に発展し，さらに江戸時代まで大寺院として生き残り得た理由を，文書・
帳簿保管システムの実態，膝下荘幽支配の実態の両側面から明らかにしさらにそのことを通じて，中世
文書・帳簿の機能，中世寺院の構造.桶北朝内乱という三分野の研究に寄与する，という点にあるとする。
これらの問題設定は，独創性を含んでおり，本書の価値を高めるものである。
第 I部「文書・帳簿保管システムの構築と転換」は，第 1章「日本:中世の寺院におけるえ書・帳簿群の
保管と機能」と，第2章「一回，主世紀の高野山における訴訟関係文書群の保管についてjかふなる。
まず， I涜政期~室町初期における金剛峯守の文書・帳簿保管システムの変遷が，以下のように具体的に
;ミn~~
明らかにされる。平安末には，文書・帳簿群は，御影堂と寺家主厳に分置され.東寺長者と金剛峯守検校
の管掌下にあった。しかし，鎌倉中期の13世紀後半ごろ，衆徒たちは，これらの文書・帳簿の管理権を奪
い取ることに成功した。この現象は，同寺自立化の一環としてとらえられる。それにともない，文書・帳
簿は，御影堂と年預や各荘の月預の保持する植に分置されるようになった。つぎに，南北朝~室町期の，
寺家の文書・帳簿保管システムと在地の荘園側のそれのシステムの相互関係を.鞠淵荘の訴訟文書を具体
例として検討している。重要文書の保管を在地側の責任に任せている実態を解明し，在地側にもそれに対
応できる文書保管の実力を備えていたことを明らかにするc しかし，そのことは半面で，在地の保管シス
テムが，方ー家の保管システムの末端に位置づけられたことを意味する点を指摘している。
従来，宮司やヱ家の文書・帳簿保管システムについては研究が進んだが，寺院のそれについては，重要
性にもかかわらず.ほとんど明かにされてこなかった。木論文は， この困難な課題を解明した畳初の本格
的な研究として，高く評価することができる。しかし，それだけでなく，単なる丈書保管システムの研究
にとどまらず.金問IJ峯与が，東守や金剛峯寺上層部の支配から寺院として自立していく過程や.寺家によ
る在地の把握とからめて. ダイナミックに迫力ある証明をしている点に，さらなる価値が認められる。そ
のことによって，第 I部は深まりのある独創的な研究となっている。
第E部「膝下諸荘園の「再建」施策Jは，第3章「南北朝内乱期の領主と農民J.第4章「金剛峯寺衆
徒とその生家」からなり，第E部「付論」は，第5章「金剛峯寺と膝下荘閑荘官層」と，第8章「金剛峯
寺五番衆」からなる。ここでは，金剛峯寺による膝下在国の支配のあり方を詳細にあとづけることが目的
とされている。鎌倉中期ごろまでの金剛峯寺の荘園支配は，代々荘官職を受け継いできた在地領主層の伝
統的支配力に依拠して行われてきたο しかし鎌倉末期~南北朝期の社会的変動によって，この方式は破
綻し金剛峯寺の荘園支配は危機に直面する。そのなかで金剛峯寺は，遠隔地の荘園をある程度切り捨て，
膝下荘園の支配に集中するという，遊園支配ゐー針の大転換をはかり，それとともに，支配の拠り所を，農
民たちの自治組織である惣荘にシフトした。そのことによって，金剛峯寺は，荘閤領主としての支配を再
建充実することに成功した。また，金剛峯寺の寺僧の多くが膝下荘閏の出身者であること，そしてそのこ
とが，令剛峯寺が膝下荘園支配を円滑に進め得た要閃であることを，新たに掘り出した確実な史料にもと
づいて，具体的に明らかにしている。この成果によって.金剛峯寺は膝下荘園の掌握に成功し，荘園領主
として生き残ることができた理由の一半が明らかにされた。
以上の第r.m部では.金剛峯寺の膝下荘園支配の実態を.実証的に明らかにした点に怠義がある。従
来は，史料の関係、もあり，遠隔地荘園に対する支配に研究がかたよっていたが，その研究史の弱点を克服
することに成功している。また，惣荘に依拠することで在地領主の成長を抑え込むことができたこと，寺
僧と在地との人間関係のネットワークの構築がこれを保証していたこと，などの指摘は，従来あまり明解
でなかった寺院の荘園支配の内実を，具体的に明らかにしたものとして，注目に値する。
以上のように，本論文は，高野山金問IJ峯;寺が，荘園領主として，なにゆえ生き残り得たのか，という困
難かっ重大な問題について，研究が山積するなか，回答を提示することに成功しているといえる。これに
より，中世高野山史研究の水準を引き上げることに成功したと評価することができょう。金剛峯寺の宗教
的権威としての側面や，高野山の山上組織についての解明が乏しいうらみがあるが，それはむしろ，本論
文をふまえた今後の研究の進展に期待すべきことであろう。
以上の所見により，本論文は大阪市立大学博上(文学)の学位を授与するに{置するものと認められる。
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